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●　発掘調査の成果　●

貞

　吉身北遺跡の調査

　冷たい風が吹きはじめ、いよいよ冬

の到来を感じさせる今日この頃です。

　今号の乙貞では、10月に実施した

吉身北遺跡の調査成果と、11月中に

行なった文化財関連のイベントを紹介

したいと思います。

　加えて、10月31日に竣工した勝

部町地先のマンション「コテージ千秀

守山」で行なっている「山田町遺跡の

発掘調査成果」の展示の詳細について

お知らせしたいと思います。

　梅田町地先において、平成25年10月１日

から10月 19日にかけて、店舗建築に伴い、

約320㎡を対象に発掘調査を実施しました。

　調査対象地周辺では、これまでにも数次の

発掘調査がなされており、主に古墳時代後期

を中心とする竪穴建物などが検出され、かつ

ての集落の存在が確認されています。特に隣

接する21次調査地点（平成16年度調査）で

は、10棟以上の竪穴建物跡が発見され、中に

は滑石製の臼玉や、製作途中の剥片など、玉

作りに関連する遺物が出土している建物跡も

あり、玉作り工房の存在が想定されています。

　今回の調査では、古墳時代後期の土坑や溝、

よしみきた

たてあなたてもの

かっせき うすだま

どこう
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多数のピット群を検出しましたが、建物跡は

発見できませんでした。平成３年度に実施し

た隣接調査地点での調査においては、竪穴建

物を１棟のみ確認しています。つまりこの近

辺は建物が非常に少ない地点であったといえ

ます。

　周辺に展開した集落の中心部は、竪穴建物

が多数みつかった、21次調査地点であると考

えられ、今回の調査地点は集落の外縁部にあ

たる地点であったことが想定されます。今回

の調査地点でも、臼玉が数点出土しましたが、

出土量は圧倒的に21次調査地点のほうが多

く、玉作り工房も集落の中心部に存在した可

能性が考えられるでしょう。　　　　（木下）



　11 月 17 日（日）には、下之郷遺跡まつり

2013 が開催されました。３回目を迎えた今年

は、約 1,300 名の来場者がありました。食べ物

のブースでは、午前中に売り切れが続出してし

まうほどの盛況ぶりで、下之郷遺跡への関心の

高さを改めて感じさせられました。また、特別

ゲストとして“もーりー”をはじめとする市内

を代表する「ゆるきゃら」達にも参加してもら

いました。
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●　秋の文化財関連の催し物　●

（１） 埋蔵文化財センター秋季特別展 「発掘された守山の古墳」

（2） 下之郷遺跡まつり2013

（３） 大庄屋諏訪家屋敷　秋の特別公開

（４） 勝部自治会　文化祭での展示

　埋文センターでは、平成 25 年 11 月２日

（土）から 24 日（日）にかけて、秋季特別

展を開催しました。11 月 10 日（日）には、

元滋賀県教育委員会参事の田中勝弘さんを

講師に招き、「平野の開発と埋没古墳」と題

して講演会を実施しました。古墳時代をテー

マにした展示は久しぶりで、多くの方が、

緻密で、巨大な埴輪の露出展示に魅入って

おられました。なお会期中は、計 411 名の

来館者がありました。

　11 月２（土）から３日（日）にかけて、赤

野井町の市指定文化財「史跡大庄屋諏訪家屋敷」

の特別公開を開催しました。地元の方々による

詩吟や大正琴の演奏、赤野井自治会による物産

展などが行なわれ、大盛況のうちに終えること

ができました。二日間で計 700 名の来場者があ

りました。

　11 月３日（日）に開催された勝部自治会の

文化祭で、「かつべの遺跡展」と題して、町内

の遺跡から出土した遺物の展示を行ないまし

た。その中で、実際に出土した土器に触れら

れるコーナーも設けたところ、大変好評で、

地元の方々に文化財を身近に感じていただけ

たと思います。　　　　　　　　　　　（福島）

ち み つ はにわ
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山田町遺跡　第５次調査　全景

ホール展示のようす①

ホール展示のようす②
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●　勝部町地先 「コテージ千秀守山」 でのホール展示　●

　10 月 31 日（木）に、勝部三丁目地先に「コテージ千秀守山」が竣工しました。同時に、

このマンションのエントランスホールで「山田町遺跡の発掘調査」の展示を開催してい

ます。

　平成 25 年２月から３月にかけて、このマンションの建設工事に先立って、山田町遺

跡の第５次発掘調査を実施しました。調査の結果、弥生時代中期・後期の竪穴建物や、

土坑、溝などの遺構に加えて、多数の土器、石器を発見しました。

　そこで建築主である株式会社奥田工務店様や、株式会社北川建設様からのご協力を得

て、完成したマンションのエントランスホールの一角に展示スペースを設けていただき、発掘調

査で出土した貴重な資料の数々を展示しました。民間の居住施設に、このような埋蔵文化財の

展示スペースを設けることは、全国的にみても大変珍しいそうです。

　守山市内には、国史跡である下之郷遺跡や伊勢遺跡をはじめとして、たくさんの貴重

な遺跡が地下に眠っています。こういった埋蔵文化財の魅力を伝える発信地として、市

立埋蔵文化財センターや下之郷史跡公園がありますが、多くの方々からのご協力により、

これまでとは違ったかたちで情報発信することができました。

　山田町遺跡の展示をご覧いただくことによって、少しでも市内の遺跡の魅力が伝われ

ば幸いです。

機関紙 『乙貞』 は守山市のホームページ （http;//www.city.moriyama.lg.jp） からも閲覧できます。
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